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十
二
月
の
定
例
巾
議
会
は
十
五
白
に
一
え
を
た
だ
す
と
と
も
に
論
議
か
か
わ
さ

招
集
、
七
日
間
の
円
程
で
、
一
千
九
百
一
れ
ま
し
た
。

三
十
万
一
一
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
一
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と

ほ
か
二
十
五
議
案
と
陳
情
・
請
願
に
つ
一

O
一
般
会
計
補
正
予
算

い
て
慎
重
に
審
議
、
そ
の
結
果
決
算
関
一
(
追
加
総
額
、
一
千
九
百
三
十
万
二

係
の
二
議
案
を
継
続
審
査
と
し
た
ほ
か
一
千
円
リ

)
〆
『
白
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
υ

一
う
ち
総
務
費
五
百
九
力
七
千
円
l
庁
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方
い
こ
一
ま
た
、
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
一
用
車
二
台
購
入
費
百
七
十
七
万
五
千

h
d
m乃
心
ユ
平
一
一
一
で
は
、
大
洲
平
野
土
地
改
良
事
業
の
進
一
円
、
庁
舎
な
ど
修
杭
工
事
請
負
賀
遺

訓

川

M
叩
伽
お
り
こ
一
度
、
四
中
学
校
の
統
合
の
五
束
、
肱
北
一
加
五
十
万
円
、
愛
媛
県
ガ
ン
セ
ン
タ

1
2

登
加
わ
二
地
区
の
都
市
計
画
事
業
、
国
民
宿
舎
建
一

1
設
立
負
担
金
な
ど
追
加
三
十
失
万

民

2
3
一
吉
後
の
運
営
、
冷
泉
導
入
、
大
州
住
百
一
円
、
固
定
資
産
一
丹
評
価
閃
係
一
醤
貝
の

口
男
女
忠
一
積
ご
協
会
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
と
今
後
三
追
加
八
十
七
万
五
干
円
ほ
か
l

開
封
面
二
見
と
お
し
、
農
林
探
興
委
員
会
の
活
動
一
民
生
費
百
五
十
九
万
七
千
円
l
受
諾

t似
一
一
状
況
、
流
通
機
構
の
改
善
、
職
員
の
人
一
老
人
ホ
l
ム
費
の
国
庫
支
出
金
措
置

民
一
一
事
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
考
一
改
正
に
よ
る
経
費
四
十
一
万
六
千
円
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保
育
所
設
凶
十
一
万
八
千
円
、
大
洲

学
閑
費
一
一
一
十
三
万
一
千
円
ほ
か
l

衛
生
費
二
百
二
十
七
万
一
千
円
l
隔

離
病
舎
費
追
加
四
十
六
万
五
千
円
、

新
谷
じ
ん
あ
い
処
理
湯
立
退
移
転
工

事
費
五
十
万
円
、
大
洲
喜
多
福
一
牛
事

務
組
介
負
担
金
百
二
十
七
万
三
千
円

ヰ
ホ
ョ

-
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A
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止
一
宕
倒
費
百
八
十
三
万
四
千
円
1
失
業

対
策
事
業
経
費
増
百
七
十
七
万
二
千

円
ほ
か
!

農
林
業
費
五
十
九
万
三
千
円
l
農
林

業
振
興
委
員
会
経
費
追
加
九
万
五
千

円
、
農
林
娠
興
費
補
助
金
追
加
八
万

七
千
円
ほ
か
l

商
工
費
七
十
四
万
六
千
円
1
愛
媛
県

課
題
は
あ
警
に
も
そ

4

自
治
体
と
壁
、
富
ト
徳
島
田

ω建
設
及
ひ
犬
型
犬
き
い
も
の
ど
す
べ
義
危
な
74決

意

盆

莞

需

警

施

設

の

妻

ι
ェ一
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語

審
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臨

海

季

五

年

度

内

亀

一

番

商

工

き

信

念

ま

っ

て

今

後

の

車

場

誘

致

ω費
量

菌

る

を

も

可

災

害

』

し

お

-Fお
湖

町

時
J

雄
官
事
の
着
工
、
板
野
一
橋
他
じ
ぬ
一
一
稽
の
永
に
臨
ん
で
ま
い
る
警
で
あ
り
ま
す
が
に
救
護
施
設
の
望
。
人
口
増
加
対
策
一
ロ
ー
カ
ル
放
送
意
向

昭
和
四
十
手
の
輝
か
し
い
新
春
を
題
が
山
積
い
お
し
お
る
の
マ
ご
ざ
い
久
翠
替
、
大
洲
平
野
土
地
質
事
業
特
に
査
に
お
い
て
私
が
考
え
て
お
り
と
し
て
位
置
E

に
よ
る
毒
造
成
及
一

迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で
震
の
皆
さ
ま
す
O

何
の
促
進
、
愛
媛
雲
短
期
大
学
の
誘
致
ま
す
こ
と
は
、
地
域
の
開
発
と
生
活
環
び
住
宅
の
護
室
生
活
環
境
整
備
一
調
査
か
ら

ま
に
年
頭
の
御
誇
を
申
し
上
げ
ま
す
而
し
て
本

Eた
そ
り
例
に
も
れ
奇
襲
重
量
な
ど
懸
案
境
の
整
備
を
市
政
の
室
長
と
し
て
な
ど
の
買
言
葉
と
し
な
が
寸
一
ロ
ー
カ
ル
放
号
室
望
号

翻
っ
て
見
ま
す
と
、
皆
さ
ま
方
の
援
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
こ
の
厳
霊
山
実
現
あ
か
い
は
、
進
捗
を
期
す
農
林
業

ρ
生
産
性
の
向
上
と
所
得
の
増
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
融
和
白
り
も
ィ
ケ
」
た
え
て
、
昨
年
四
月
か
賢
官
K
で

か
い
御
毒
の
も
と
に
、
私
が
市
著
し
い
現
実
の
時
点
に
立
っ
て
市
長
に
る
こ
と
が
で
き
ま
す
と
と
も
に
そ
の
他
大
を
凶
る
た
め
の
霊
的
な
施
策
き
一
体
と
な
っ
た
御
支
援
、
御
協
力
を
す
ロ
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時
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所

長

十

時

詩

時

協
楽
の
育
成
、
農
占
有
一
図
り
、
布
告
訴
大
計
の
基
礎
一
(
露
・
菌
・
富
山
・
愛
媛
)
で
、
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河
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市
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1
行
な
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い
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さ

高

調

査

」

を

一

実

施

し

ま

し

た

が

い
ま
す
。
大
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
っ
た
の
で
各
特
定
す
れ
ま
震
を
見
一
確
立
と
そ
の
推
進
。
国
道
五
十
六
号
線
な
に
と
ぞ
皆
さ
ま
万
に
お
か
れ
ま
し
す
の
宗
主
な
も
の
を
と
り
上
げ
て

御
承
知
の
よ
う
に
今
日
の
地
方
自
治
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
し
て
市
議
会
を
は
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
御
同
慶
に
同
じ
く
百
九
十
七
号
線
の
改
良
、
肱
川
て
は
、
旧
年
に
倍
す
る
御
支
援
と
御
協
一
み
ま
す
と
、

倍
、
そ
の
財
政
面
に
お
い
て
、
手
伝
説
の
皆
さ
ま
の
理
解
あ
一
品
協
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
改
修
工
事
、
内
山
線
建
語
の
促
進
を
図
力
ヰ
賜
わ
り
一
守
主
つ
切
に
お
願
い
申
一

O
テ
レ
ビ
の
ロ
ー
カ
ル
放
送
詰

ま
す
霊
長
を
加
え
て
ま
い
っ
て
お
宮
賜
わ
り
ま
す
と
同
時
に
国
並
び
に
こ
の
よ
う
に
し
て
、
木
市
の
将
来
に
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
よ
る
地
域
開
し
上
げ
る
姿
志
り
子
。
一
待
ず
る
も
の

り
ま
す
量
、
霊
水
準
の
向
上
あ
る
県
そ
の
号
係
機
関
の
適
切
な
る
御
指
も
ま
品
る
い
希
望
ヰ
見
い
出
す
こ
と
発
に
そ
っ
た
景
気
刺
激
対
策
、
商
工
業
こ
こ
に
新
春
皇
え
る
ド
あ
た
り
ぬ
け
一
益
事
視
聴
霊
の
多
か
っ
た
の

い
は
福
祉
の
霊
と
い
っ
た
住
民
の
皆
導
護
れ
よ
り
ま
し
て
こ
れ
ま
で
に
が
で
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
音
量
豪
の
樹
立
U

富
士
山
公
園
の
整
さ
ま
の
限
り
な
い
理
事
御
多
言
一
日
ト
ィ
ー
主
目
引
)
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さ
ま
の
御
章
に
そ
っ
て
早
急
に
実
現
農
協
合
慰
霊
、
農
林
振
興
奮
貝
会
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
御
信
託
備
を
は
じ
め
総
合
的
な
一
地
域
の
観
光
開
祈
念
品
懐
の
一
端
を
で
述
べ
ま
し
一
容
の
も
の
。
逆
に
各
地
区
共
通
に
霊

を
図
っ
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
苦
な
い
の
設
置
を
は
じ
め
.
農
林
振
興
対
策
の
に
お
応
え
し
、
こ
の
希
望
災
を
更
一
に
発
直
る
と
と
も
に
観
光
客
受
入
態
勢
五
番
と
い
た
し
ま
す
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市
長
選
挙
の
結
果
は
村
上
市
長
が
就
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
て
こ
れ
ま
た
、
そ
の
ほ
か
理
事
者
と
一
致
協
り
ま
す
、
一
%
引
、
「
農
学
関
係
」
(
一
二
一

J
=
一七

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
任
さ
れ
て
、
人
の
和
五
調
と
し
て
、
主
盤
と
し
て
今
後
レ
っ
そ
う
暴
力
し
て
似
内
緒
事
業
の
抱
遂
な
ど
古
川
政
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年
一
%
)
、
「
人
物
紹
介
」
(
三
O
よ
一
冗

市
政
い
い
取
り
組
ま
れ
、
県
及
び
国
と
密
躍
P
7
す
る
た
め
、
市
財
政

ω根
本
的
検
進
展
と

ω民
福
祉
増
進
の
た
め
、
最
善
も
四
万
市
民
の
信
託
に
応
え
、
こ
れ
ら
一
%
)
な
ど
で
す
。

輝
か
し
い
昭
和
四
十
一
年
寄
書
接
な
つ
な
が
り
毒
ち
つ
つ
市
政
の
積
雪
必
要
義
め
、
財
政
調
査
特
別
委
の
努
力
手
傾
注
し
て
参
り
ま
し
し
た
。
裏
返
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と
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昭
和
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の
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目
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げ

一

旬

開
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弓
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人

O

顧

み

ま

す

れ

ば

、

昭

和

四

十

年

は

当

皆

さ

ま

と

も

に

設

、

多

年

の
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案

も

に

、

市

政

に

た

い

す

る

い

っ

そ

お

一

O
ロ
ー
カ
ル
・
キ
ヤ
ン
ペ
イ
ン

市
に
と
り
ま
し
て
重
大
な
年
で
ご
ざ
い
御
同
慶
至
極
に
存
ず
る
罪
で
あ
り
ま
員
会
長
け
、
事
政
全
般
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
大
型
野
土
地
改
良
事
業
ご
理
解
と
御
協
力
子
賜
わ
り
ま
す
よ

-i

に
つ
い
て

を
た
。
号
、
前
森
永
市
長
が
逝
去
す
。
十
分
な
望
を
し
、
関
係
機
関
に
対
し
の
推
進
文
国
道
五
六
号
線
、
一
九
七
号
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
御
誇
一
各
局
で
実
価
し
た
ロ
ー
カ
ル
・
キ
ヤ

さ
れ
、
首
長
の
蓄
が
あ
っ
た
の
で
あ
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
政
十
重
の
処
置
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
線
の
整
備
促
、
進
あ
る
い
は
市
民
会
福
建
と
い
た
し
ま
す
。
一
ン
ペ
イ
ン
は
、
地
域
生
活
に
密
着
し
た

り
ま
す
o
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率
た
今
回
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型
都
市
と
し
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の
す
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民

手
当
そ
れ
に
通
勤
手
当
な
ど
の
聖
書
の
費
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
準
一
今
雲
最
終
日
の
本
会
議
で
、
さ
る
一
霊
向
上
を
め
ざ
す
も
の
と
し
て
、
期

が
行
わ
れ
た
が
、
一
福
の
市
町
村
じ
て
支
給
で
き
る
よ
う
改
め
た
。
な
一
十
言
語
了
と
な
っ
た
塾
量
一
位
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

職
員
自
主
つ
一
措
置
さ
れ
た
の
で
一
ぉ
、
こ
の
給
与
改
訂
に
よ
る
経
費
は
一
間
順
一
氏
の
後
任
に
、
宮
町
桂
昌
一
す
c

一
別
に
補
正
予
算
で
議
決
さ
れ
た
二
、
松
下
貞
雄
氏
(
伺
)
を
選
任
す
る
こ
一
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
の
額

一
教
育
委
員
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。
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-
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;

・
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%
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「
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ず
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一
(
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友
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多
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五
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並
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一
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台
湾
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損
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光
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一
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円
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料
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額
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五
百
円
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三
百
五
十
万
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l
沼
田
線
及
一
八
百
円
μ
に
改
正
、
な
お

び
田
処
一
線
の
道
路
改
修
工
事
費
七
十
一
こ
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は
四
十
一
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か
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万
円
、
県
単
工
事
八
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一
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れ
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松
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屋
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修
費
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一
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立
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西
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一
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追
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万
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燈
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鼠
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収
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幼
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な
設
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俸
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0
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こ
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、
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四
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に

育

ま

す

。

の

足

が

月

面

に

立

と

う

と
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、
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、
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が
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を
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、
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光
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光
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蓄
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、
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が
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メ
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ト
ル
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生
総
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一
客
の
誘
致
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
、
一
各
地
で
大
火
が
発
生
し
て
い
い
一
し
た
際
の
処
置
な
ど
に
つ
い
て
、
万
全
一
一
ッ
ト
の
作
用
主
審
温
度
に
調
昨
年
は
二
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
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で
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れ
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う
で
す
。
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の
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弘
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熱
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理
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一
二
週
一

J

ケ
悲
戸
一
盛
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し
、
活
気
の
あ
る
大
洲
市
喜
一
各
宗
そ
れ
ぞ
れ
火
の
用
心
に
つ
い
て
一
そ
れ
に
は
、
手
次
の
こ
と
が
ら
に
一
一
合
に
は
、
温
度
ヒ
ュ
ー
ズ
が
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た
翌
日
本
に
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も
っ
と
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か
さ
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し
く
一
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の
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理
苛
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さ
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一
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築
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習
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。
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。
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す
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が
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の
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も
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事
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一
昨
日
日
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に
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る
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世
界
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る
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も
の
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h
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日
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一

怖
が
話
題
に
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た
り
、
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徳
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育
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委
す
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と
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と
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ま
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震
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こ
と
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よ
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走
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い
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取
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扱
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に

十
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譲

し

て

く

だ

さ

い

一

人
は
だ
れ
で
も
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人
生
の
い
ち
ば
ん
か
り
も
川
ら
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舗
で
育
っ
た
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こ
れ
は
、
ど
ち
ら
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と
い
え
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場
合
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両
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環
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受
け
る
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
の
生
活
震
は
ど
っ
か
、
子
に
対
す
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っ
て
い
る
と
い
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い
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と
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れ
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ら
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れ
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特
長

電
熱
器
具

ら
い
で
電
気
を
切
り
ま
す
。

マ
便
利

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
つ
け
た
り
、

消
し
た
り
、
ま
た
温
度
の
一
両
低
も

簡
単
に
切
り
替
え
で
き
ま
す
。

燃
料
の
補
給
も
い
り
ま
せ
ん
。

マ

衛

生

的

電
熱
は
物
の
燃
焼
と
ち
が
っ
て
酸

素
を
必
憂
と
せ
ず
、
炭
践
カ
ス
や

一
一
般
他
炭
素
を
は
じ
め
、
不
快
な

"
に
お
い
H

も
だ
さ
な
い
の
で
空

気
を
よ
ご
し
ま
せ
ん
。

火災シーズン
必ず逃げ口を……

の
三
つ
の

主己


